






要約:最近 3年 9ヵ月間に経験した新生児外科疾患についてアンケート調査を施行した。回

答がえられた 110 例中出生前に超音波検査を施行した症例は 83例で、平均 3.8 回の検査が

なされていた。この検査にて22 例(26.5%)になんらかの異常所見があり、そのうち 8例は

retrospective にみると疾患を特定することが可能であり出生前診断症例とした。既に出

生前診断がなされていた 10 例にこの 8例を加え計 18 例が、この期間における出生前診断

症例で、新生児外科疾患症例の 13.8%であった。 


